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東
京
大
学
教
授

伊
藤 

武

　

九
月
二
五
日
、
イ
タ
リ
ア
で
上
下
両
院
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

選
挙
戦
で
は
、
急
進
右
派
政
党
で
あ
る
「
イ
タ
リ
ア
の
同
胞
」
を
筆

頭
と
し
た
中
道
右
派
連
合
の
優
勢
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
経
済
安
定

と
親
欧
州
・
国
際
協
調
路
線
の
象
徴
で
あ
っ
た
ド
ラ
ギ
政
権
か
ら
の

転
換
が
、い
か
な
る
政
策
的
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
関
心
を
集
め
た
。

　

総
選
挙
は
予
想
通
り
の
中
道
右
派
大
勝
で
終
わ
り
、
一
〇
月
、
同

胞
の
党
首
Ｇ
・
メ
ロ
ー
ニ
が
イ
タ
リ
ア
初
の
女
性
首
相
と
な
る
同
胞
、

同
盟
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
連
合
政
権
が
成
立
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
メ
ロ
ー
ニ
政
権
の
発
足
が
国

内
政
治
上
も
国
際
政
治
上
も
格
段
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
国
内
政

治
的
に
は
、
中
道
右
派
政
権
の
勝
利
が
、
移
民
な
ど
社
会
問
題
で
厳

し
い
対
応
へ
の
転
換
を
も
た
ら
す
の
か
、
イ
タ
リ
ア
も
ハ
ン
ガ
リ
ー

や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
問
題
視
さ
れ
る「
民

主
主
義
の
後
退
（dem

ocratic backsliding

）」
の
列
に
加
わ
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
国
際
政
治
面
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に

批
判
的
な
勢
力
の
政
権
成
立
に
よ
っ
て
、イ
タ
リ
ア
と
欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）
の
関
係
は
悪
化
す
る
の
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
対
ロ
制
裁
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
継
続
さ
れ
る
の
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。

急
進
派
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
総
選
挙
の
構
図

　

ま
ず
総
選
挙
は
、
中
道
右
派
、
中
道
左
派
、
五
つ
星
運
動
、
中
道

第
三
極
の
主
要
四
勢
力
間
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
中
道
右
派
で
は
、
前

い
と
う　

た
け
し　
一
九
七
一
年
生
ま
れ
。
九
五

年
東
京
大
学
卒
、
同
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

博
士
課
程
を
経
て
助
手
。
専
修
大
学
講
師
、
欧
州

大
学
院
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
高
等
研
究
所
客
員

研
究
員
、
専
修
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
著

書
に
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
論
点
』『
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
挑
戦 

岐
路
に
立
つ
現
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』『
イ
タ
リ
ア
現
代
史
』
な
ど
。

イ
タ
リ
ア 

右
派
メ
ロ
ー
ニ
新
政
権
の「
堅
実
路
線
」

イ
タ
リ
ア
は
Ｅ
Ｕ
に
背
を
向
け
る
の
か—

—

右
派
政
権
発
足
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
走
っ
た
衝
撃
。

だ
が
組
閣
で
は
穏
健
派
や
実
務
に
明
る
い
閣
僚
が
揃
っ
た
。

移
民
や
難
民
政
策
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
へ
の
対
応
な
ど

新
政
権
が
ど
こ
に
向
か
う
か
、
要
因
と
と
も
に
分
析
す
る
。
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回
二
〇
一
八
年
の
総
選
挙
以
降
、
勢
力
拡
大
を
示
し
て
い
た
Ｍ
・
サ

ル
ビ
ー
ニ
の
同
盟
が
衰
え
、
代
わ
っ
て
前
回
は
四
％
台
で
あ
っ
た
同

胞
が
急
浮
上
し
、
総
選
挙
直
前
に
は
支
持
率
二
〇
％
台
半
ば
に
迫
っ

て
い
た
。
他
方
、
同
盟

や
元
首
相
Ｓ
・
ベ
ル
ル

ス
コ
ー
ニ
の
フ
ォ
ル

ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
は

一
〇
％
程
度
か
そ
れ
以

下
に
留
ま
り
、
同
胞

の
優
位
は
明
確
で
あ
っ

た
。

　

中
道
左
派
で
は
、
支

持
率
二
〇
％
強
の
民
主

党
を
軸
に
、
緑
・
左
翼

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の

小
政
党
が
加
わ
る
中
道

左
派
連
合
に
対
し
て
、

五
つ
星
運
動
が
対
峙
し

た
。
五
つ
星
運
動
は
、

一
九
年
か
ら
の
第
二
次

コ
ン
テ
政
権
、
ド
ラ
ギ

政
権
と
中
道
左
派
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
前
回
総
選

挙
で
三
割
を
超
え
た
勢
い
は
逆
転
し
、
内
部
分
裂
か
ら
選
挙
前
に
は

二
桁
を
割
る
寸
前
ま
で
落
ち
込
み
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。
そ

こ
で
同
党
は
、
七
月
に
ド
ラ
ギ
政
権
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
て
独
自

路
線
を
貫
く
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
右
両
勢
力
の
間
で
要
と
な
る
中
道
第
三
極
の
形
成

を
目
指
し
て
、
ア
ツ
ィ
オ
ー
ネ
を
率
い
る
Ｃ
・
カ
レ
ン
ダ
と
元
首
相

の
Ｍ
・
レ
ン
ツ
ィ
の
活
力
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
間
で
連
合
が
成
立
し
て

い
た
。

　

中
道
右
派
の
勝
利
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
る
中
で
、
大
連
合
な
ど
代

わ
り
の
選
択
肢
を
摸
索
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
投
票
結
果

は
、
中
道
右
派
の
勝
利
を
一
段
と
強
固
に
し
た
（
図
１
）。

　

議
席
占
有
率
で
は
六
割
に
迫
る
中
道
右
派
連
合
で
は
、
同
胞
が

二
六
％
を
超
え
圧
倒
的
第
一
党
の
座
を
固
め
、
メ
ロ
ー
ニ
の
首
相
就

任
を
確
実
視
さ
せ
た
。
一
方
で
、
同
盟
は
九
％
を
割
る
惨
敗
を
喫
し

た
。
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
は
ほ
ぼ
予
想
通
り
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
中
道
左
派
側
で
は
、
急
進
左
派
色
を
強
め
る
五
つ
星
運
動

が
大
き
く
支
持
を
伸
ば
し
て
一
五
％
を
超
え
復
活
を
遂
げ
た
一
方
、

民
主
党
は
二
〇
％
を
割
り
込
む
敗
北
を
喫
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
阻

止
条
項
を
割
り
議
席
を
喪
失
す
る
な
ど
、
小
党
も
伸
び
悩
ん
だ
。
中

道
第
三
極
も
健
闘
は
し
た
が
、
目
標
と
し
て
い
た
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ

図１　イタリア下院・政党別得票比（%）
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タ
リ
ア
や
同
盟
を
上
回
る
勢
力
の
獲
得
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

政
治
的
・
政
策
的
影
響
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
特
徴
に
つ
い
て
触

れ
よ
う
。
第
一
に
、
右
で
も
左
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
穏

健
勢
力
が
縮
小
し
た
。
伸
び
悩
ん
だ
中
道
第
三
極
も
合
わ
せ
れ
ば
、

親
Ｅ
Ｕ
・
国
際
協
調
志
向
の
民
主
党
や
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
、

中
道
勢
力
は
、
大
都
市
を
中
心
に
限
定
的
な
支
持
を
得
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
第
二
に
、
こ
れ
に
対
し
て
左
右
双
方
で
急
進
勢
力
の
躍
進

が
際
立
つ
。
左
で
は
五
つ
星
運
動
、
右
で
は
同
胞
と
同
盟
は
、（
再
）

分
配
を
め
ぐ
る
経
済
的
対
立
軸
で
も
、
移
民
政
策
や
Ｅ
Ｕ
統
合
な
ど

社
会
文
化
的
対
立
軸
で
も
、
急
進
的
な
立
場
に
寄
っ
て
い
る
と
さ
れ

て
き
た
。
た
だ
し
、
第
三
に
は
、
急
成
長
し
た
同
胞
に
つ
い
て
は
、

急
進
色
の
後
退
が
特
徴
的
で
あ
る
。
同
党
は
伝
統
的
な
支
持
基
盤
の

南
部
よ
り
も
北
部
に
お
い
て
支
持
を
得
て
お
り
、
社
会
階
層
や
居
住

地
域
で
も
大
き
な
偏
り
が
な
く
包
括
政
党
に
近
い
。
こ
の
こ
と
は
、

有
権
者
レ
ベ
ル
と
政
党
レ
ベ
ル
で
、
穏
健
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

以
上
三
つ
の
特
徴
は
、
中
道
右
派
新
政
権
の
形
成
、
そ
の
政
策
路

線
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

メ
ロ
ー
ニ
政
権
の
形
成
と
政
策
路
線
の
基
盤

　

メ
ロ
ー
ニ
政
権
は
、
経
済
・
社
会
政
策
で
も
、
外
交
政
策
で
も
、

急
進
化
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
行
方
を
占
う
最
初
の
鍵
が
、

政
権
主
要
ポ
ス
ト
の
構
成
で
あ
る
。
政
権
の
国
際
信
任
を
得
る
た
め

に
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
を
入
閣
さ
せ
る
の
か
、
サ
ル
ビ
ー
ニ
を
含
む

急
進
的
な
政
治
家
を
ど
の
よ
う
に
起
用
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

総
選
挙
直
後
か
ら
の
複
雑
な
交
渉
を
経
て
、
主
要
閣
僚
ポ
ス
ト
は

表
１
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
ま
ず
、
政
権
の
司
令
塔
は
、
主
要
三
党

の
バ
ラ
ン
ス
を
反
映
し
て
、
同
胞
の
メ
ロ
ー
ニ
の
脇
に
、
副
首
相
と

し
て
同
盟
の
サ
ル
ビ
ー
ニ
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
の
大
立
者
Ａ
・

タ
ヤ
ー
ニ
を
配
置
す
る
形
に
な
っ
た
。

　

重
要
な
閣
僚
ポ
ス
ト
で
は
、
穏
健
路
線
を
体
現
す
る
メ
ン
バ
ー
が

軒
並
み
就
任
し
た
。
ま
ず
、
経
済
の
司
令
塔
で
あ
る
経
済
財
政
相
に

は
、
同
盟
所
属
な
が
ら
、
前
ド
ラ
ギ
政
権
を
経
済
発
展
相
と
し
て
支

え
た
Ｇ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
が
就
任
し
た
。
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の

起
用
が
最
も
噂
さ
れ
た
ポ
ス
ト
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
の

就
任
は
、
政
治
家
な
が
ら
ド
ラ
ギ
路
線
の
継
続
を
保
障
す
る
選
択
と

解
さ
れ
て
い
る
。

　

外
相
に
就
任
し
た
タ
ヤ
ー
ニ
は
、
政
権
内
で
も
欧
州
議
会
で
欧
州

人
民
党
に
所
属
す
る
穏
健
派
の
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
出
身
で
あ

り
、
自
身
も
欧
州
議
会
議
長
を
経
験
し
た
親
欧
州
路
線
の
代
表
で
あ

る
。

　

内
相
に
は
、
同
盟
に
近
い
と
さ
れ
な
が
ら
、
内
務
官
僚
出
身
の
Ｍ
・
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ピ
ア
ン
テ
ド
ー
ジ
が
就
い
た
。
当
初
、
こ

の
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
、
党
勢
挽
回

の
て
こ
と
し
て
、
移
民
難
民
政
策
で
の

実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
サ
ル
ビ
ー
ニ

が
就
任
を
求
め
て
、
連
合
内
で
摩
擦
が

生
じ
た
。
サ
ル
ビ
ー
ニ
が
就
任
す
れ
ば
、

二
〇
一
八
年
総
選
挙
後
の
第
一
次
コ
ン

テ
政
権
で
難
民
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て

Ｅ
Ｕ
と
全
面
対
決
し
た
事
態
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
懸
念
さ
れ
た
。
妥
協
点
と
し

て
、
同
盟
に
近
い
な
が
ら
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
の
ピ
ア
ン
テ
ド
ー
ジ
が
内
相
に
な
っ

た
こ
と
は
、
移
民
政
策
で
も
国
際
協
調
を

尊
重
す
る
と
期
待
さ
せ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
主
要
閣
僚
の
陣
容
は
政
権

の
路
線
選
択
を
一
義
的
に
決
め
る
も
の

で
は
な
く
、
政
局
や
政
党
間
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
で
政
策
路
線
は
変
化

し
う
る
。
そ
れ
で
も
、
国
際
信
任
を
重
視
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
送
れ
る

よ
う
な
穏
健
路
線
の
政
治
家
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
起
用
さ
れ
た
こ

と
は
、
政
権
の
基
本
路
線
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

経
済
政
策
・
移
民
政
策
を
め
ぐ
る
国
際
協
調

　

イ
タ
リ
ア
経
済
は
、
長
年
の
停
滞
と
欧
州
債
務
危
機
以
来
の
緊
縮

政
策
の
負
荷
と
い
う
中
長
期
的
問
題
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
復
興

基
金
を
用
い
た
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
回
復
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

で
悪
化
し
た
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
の
経
済
的
打
撃
か
ら
の
回
復
の
た
め
、
ド
ラ
ギ
政
権

時
代
に
、Ｅ
Ｕ
か
ら
巨
額
の
復
興
基
金
獲
得
に
成
功
し
た
。
た
だ
し
、

基
金
は
受
け
入
れ
条
件
と
さ
れ
た
経
済
改
革
の
評
価
に
基
づ
き
段
階

的
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。
改
革
の
要
請
は

国
内
に
軋
轢
を
生
ん
で
お
り
、
ド
ラ
ギ
政
権
の
崩
壊
も
、
復
興
路
線

を
め
ぐ
る
対
立
に
端
を
発
し
て
い
た
。

　

メ
ロ
ー
ニ
政
権
に
お
い
て
も
、
同
盟
や
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア

が
重
視
す
る
フ
ラ
ッ
ト
・
タ
ッ
ク
ス
な
ど
、
減
税
政
策
と
そ
の
財
政

的
負
荷
、
支
持
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
や
商
工
業
者
の
経
営
を
左
右

す
る
規
制
緩
和
、
そ
し
て
深
刻
な
物
価
高
騰
対
策
の
規
模
や
財
源
の

選
択
が
、政
権
連
合
内
に
深
刻
な
亀
裂
を
生
む
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
前
政
権
か
ら
の
穏
健
路
線
継
続
の
見
通
し
の
お

か
げ
で
国
際
的
信
任
は
確
保
さ
れ
、
経
済
運
営
も
安
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
メ
ロ
ー
ニ
政
権
発
足
時
の
経
済
運
営
は
、
前
政
権
か
ら
引
き

継
い
だ
今
年
度
予
算
や
現
在
検
討
中
の
次
年
度
予
算
の
準
備
内
容
に

表１　メローニ政権の主要閣僚ポスト
ポスト 人名

経済財政相 G・ジョルジェッティ 同盟
外相 A・タヤーニ フォルツァ・イタリア
内相 M・ピアンテドージ 官僚出身
国防相 G・クロセット 同胞

所属政党
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一
定
程
度
制
約
さ
れ
て
い
る
。
既
に
イ
タ
リ
ア
議
会
で
は
、
総
選
挙

前
の
九
月
二
二
日
、経
済
支
援
策
の
超
党
派
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。

　

メ
ロ
ー
ニ
政
権
の
成
立
後
も
、
Ｅ
Ｕ
と
の
合
意
尊
重
を
含
め
た
声

明
、
穏
健
な
閣
僚
起
用
は
国
際
市
場
に
好
意
的
な
シ
グ
ナ
ル
と
解
さ

れ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
国
債
と
ド
イ
ツ
国
債
の
ス
プ
レ
ッ
ド
は
総
選

挙
前
の
水
準
に
縮
小
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
物
価
対
策
で
は
、
依
然
と
し
て
懸
念
も
多
い
。
イ
タ
リ
ア

は
、
か
ね
て
か
ら
ガ
ス
価
格
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
上
限
設
定
を

要
求
し
て
き
た
が
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
異
論
に
よ
り
、
加
盟
国
間
の
合

意
と
効
果
的
な
上
限
価
格
設
定
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま

価
格
高
騰
が
続
く
と
、
野
党
に
攻
勢
材
料
を
提
供
し
、
次
年
度
予
算

審
議
に
暗
い
影
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
本
格
的
な
政

権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
確
定
が
期
待
さ
れ
る
来
年
度
以
降
は
、
政
局

や
政
治
勢
力
間
の
バ
ラ
ン
ス
変
化
次
第
で
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。

移
民
・
難
民
政
策
を
め
ぐ
る
障
害

 　

難
民
問
題
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
側
と
の
軋
轢
は
、
二
〇
一
九
年
九
月

の
第
二
次
コ
ン
テ
政
権
成
立
以
降
、和
解
に
転
じ
て
い
た
。
た
だ
し
、

漂
着
者
数
は
そ
れ
以
降
増
加
に
転
じ
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
難
民
受
入
希

望
者
も
二
一
年
に
は
四
万
三
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
も
の
が
、
今
年
は
既

に
七
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
急
増
し
て
い
る
。
庇
護
要
求
の
承
認
率

も
サ
ル
ビ
ー
ニ
時
代
の
措
置
が
失
効
後
は
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
今

後
の
政
権
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

し
か
し
難
民
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
相
次

ぐ
危
機
の
中
で
注
目
を
集
め
ら
れ
ず
、
Ｅ
Ｕ
側
の
負
担
共
有
の
約
束

も
十
分
実
現
し
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
中
道
右

派
政
権
の
成
立
と
と
も
に
、
強
硬
な
移
民
難
民
政
策
へ
の
回
帰
を
予

感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
サ

ル
ビ
ー
ニ
の
内
相
ポ
ス
ト
要
求
は
通
ら
ず
、
穏
健
派
の
官
僚
出
身
者

ピ
ア
ン
テ
ド
ー
ジ
が
内
相
に
就
任
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
と

の
摩
擦
も
公
然
化
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
新
政
権
が
受
け
入
れ
柔
軟
化
に

転
じ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
イ
タ
リ
ア
側
は
、
Ｅ
Ｕ
に
効
果
的
な

対
策
へ
の
負
担
を
強
く
求
め
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
難
民
危
機
の

と
き
に
ト
ル
コ
政
府
に
対
し
て
難
民
受
け
入
れ
の
代
償
に
多
大
な
経

済
支
援
を
実
施
し
た
例
を
挙
げ
、
対
岸
の
リ
ビ
ア
政
府
と
の
取
引
・

援
助
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
他
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
も
、
明
確
な
受
け
入
れ
拒
絶
で
は
な
く
、
送
出
国
へ
の

送
還
や
送
出
国
に
対
す
る
援
助
条
件
と
し
て
送
出
抑
制
を
挙
げ
て
圧

力
を
か
け
る
な
ど
、
よ
り
見
え
に
く
い
強
硬
策
に
重
点
を
移
し
て
い

る
。

　

イ
タ
リ
ア
側
の
要
求
が
実
効
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
中
期
的
に
は
Ｅ
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Ｕ
お
よ
び
ア
ル
プ
ス
以
北
の
地
域
と
の
関
係
に
緊
張
が
走
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
・
対
ロ
制
裁
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
続
く

　

メ
ロ
ー
ニ
新
政
権
の
成
立
を
め
ぐ
る
予
測
の
中
で
最
も
関
心
を
集

め
た
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
対
ロ
制
裁
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ
ア

が
従
来
の
よ
う
な
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
与
え
る
の
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
道
右
派
連
合
の
う
ち
、
同
盟
の
サ
ル
ビ
ー

ニ
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
は
、
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
関
係
が
近
く
、
制
裁
に
つ
い
て
も
国
内
経
済
の

都
合
な
ど
を
理
由
に
再
検
討
を
要
求
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

メ
ロ
ー
ニ
首
相
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
大
西
洋
主
義
を
強
く
支
持
す

る
と
再
三
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
前
身
政
党
時
代
か
ら
、

同
党
が
反
共
主
義
の
砦
と
自
認
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
大
西

洋
同
盟
に
、
強
固
に
軸
足
を
置
い
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
こ
の
大
西

洋
主
義
路
線
は
、
現
在
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
側
の
対
ロ
・
対
ウ
ク
ラ

イ
ナ
路
線
と
一
致
し
て
お
り
、
親
Ｅ
Ｕ
と
は
い
え
な
い
同
胞
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
論
拠
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ル

ル
ス
コ
ー
ニ
も
、
か
つ
て
の
個
人
的
友
情
と
今
後
の
外
交
路
線
を
区

別
す
る
旨
を
明
言
し
て
、
軌
道
修
正
を
図
っ
て
い
る
。

　

強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
揺
ら
ぐ
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
側
の
国

内
政
治
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
か
、
イ
タ
リ
ア
側
の
政
権
内
バ
ラ
ン

ス
が
変
化
し
て
同
盟
や
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
に
有
利
に
傾
く
時

で
あ
ろ
う
。
対
ロ
制
裁
を
め
ぐ
る
路
線
の
相
違
は
、
政
権
内
の
火
種

と
し
て
は
く
す
ぶ
り
続
け
て
お
り
、
政
治
状
況
の
変
化
を
き
っ
か
け

に
閣
内
不
一
致
が
明
ら
か
に
な
る
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
。

不
可
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
・
Ｅ
Ｕ
関
係

　

以
上
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
は
、
緊
張
関
係
を
内

在
さ
せ
な
が
ら
も
、
短
期
的
に
は
現
状
維
持
の
軌
道
に
乗
っ
た
運
営

が
な
さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
。
イ
タ
リ
ア
と
Ｅ
Ｕ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最

大
に
近
い
政
治
的
・
経
済
的
規
模
を
持
つ
加
盟
国
と
し
て
、
経
済
復

興
に
不
可
欠
な
資
源
の
提
供
先
と
し
て
、
互
い
に
不
可
欠
の
存
在
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
ま
で
イ
タ
リ
ア
を
排
除
し
た
二
段
階
統
合
論

は
さ
さ
や
か
れ
つ
つ
も
現
実
化
し
な
か
っ
た
し
、
イ
タ
リ
ア
の
離
脱

（Italexit

）も
、一
部
の
政
治
宣
伝
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
自
体
の
結
束
が
揺
ら
げ
ば
、
イ
タ
リ
ア
も
統
合

か
ら
距
離
を
置
き
始
め
る
懸
念
は
残
る
。
し
か
し
、
メ
ロ
ー
ニ
政
権

が
成
立
し
て
も
、
双
方
が
不
可
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
点
は
変
わ

ら
な
い
。
条
件
闘
争
と
い
う
喧
嘩
は
絶
え
な
い
ま
で
も
、
密
接
な
関

係
は
続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
●




